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下記の表に掲載の内容について，正しい内容を掲載させていただきます．ご採用者の皆様には，

大変ご迷惑をおかけいたします．誠に申し訳ございません． 

恐れ入りますが，次回の増刷(第 3刷)にて正しい内容に更新させていただきます．何卒ご了承

いただけますと幸いです． 

 

訂正箇所 2 刷 3 刷(増刷予定) 

p.58，「4 国民健康・栄養調査」，

(d) 結果の公表  

集計結果は，厚生労働省より…平

成 29 年の概要発表は，厚生労働

省～ 

集計結果は，厚生労働省より…令

和元年の概要発表は，厚生労働省

～ 

p.59-60，「5 実施に関する指針，

ツール」，(3)妊産婦のための食生

活指針， 

妊娠期および授乳期における望

ましい食生活の実現に向け…妊

産婦のための食生活指針が策定

された(表 3.13)． 

妊娠期および授乳期における望

ましい食生活の実現に向け…妊

産婦のための食生活指針が策定

された．その後，策定から約 15

年が経過し，妊産婦を取り巻く

社会状況等も変化したことか

ら，2021（令和３）年に，妊娠前

からはじめる妊産婦のための食

生活指針が策定された（表 3.13） 

p.66，マージン Point! 

健康づくりのための運動所要量 

第 2 次国民健康づくり対策の期

間中に，〔1989 年(平成元年)〕，

～ 

Point! 

第 2 次国民健康づくり対策の期

間に策定されたその他の施策 

第 2 次国民健康づくり対策の期

間中に，健康づくりのための運

動所要量〔1989年(平成元年)〕，

～ 

  



訂正箇所 2 刷 3 刷(増刷予定) 

p.77，「6 国の健康増進基本計画

と地方計画」，6.3 食育推進基本

計画策定の目的・内容 

2011（平成 23）年 3 月には，2006

（平成 18）年に作成された食育

推進基本計画の成果と課題を踏

まえ，平成 23 年度から平成 27 年

度までの 5 年間を対象とする第

2 次食育推進基本計画が策定さ

れた． 

2011（平成 23）年 3 月には，2006

（平成 18）年に作成された食育

推進基本計画の成果と課題を踏

まえ，平成 23 年度から平成 27 年

度までの 5 年間を対象とする第

2 次食育推進基本計画が策定さ

れ，11の目標が設定された 

p.78，「6 国の健康増進基本計画

と地方計画」，6.3 食育推進基本

計画策定の目的・内容 

表 3.21 差し替え(次ページに新しい表を掲載しております) 

p.79，「6 国の健康増進基本計画

と地方計画」，6.3 食育推進基本

計画策定の目的・内容 

…平成 28 年度から平成 32 年ま

での 5 年間を期間とする第 3 次

食育推進基本計画が作成された． 

第 3 次食育推進基本計画では，

「実践の環を広げよう」をコン

セプトに～ 

その後，目標の達成状況の評価

を経て，平成28年度から令和2

年度までの5年間を期間とする

第3次食育推進基本計画が策定

された（表3.21）．第3次食育

推進基本計画では21の具体的目

標値が掲げられ，最終年度には

7つの目標が目標値を達成し

た． 

 2021（令和 3）年には，令和 3

年度から令和 7 年度までの 5 年

間を期間とする第 4 次食育推進

基本計画が策定された．第 4次食

育推進基本計画では，国民の健

康や食を取り巻く環境の変化，

社会のデジタル化など食育をめ

ぐる状況を踏まえ，①生涯を通

じた心身の健康を支える食育の

推進，②持続可能な食を支える

食育の推進，③「新たな日常」や

デジタル化に対応した食育の推

進を重点事項とし，24 の具体的

な目標値を掲げている（表

3.22）． 

  



表 3.21 第 3 次食育推進基本計画の目標値一覧 

 

資料：①，②，③，⑤，⑨，⑩，⑪，⑬，⑰，⑱，⑲，⑳…「食育に関する意識調査」 

④…「全国学力・学習状況調査」 

⑥…「学校給食実施状況等調査」（文部科学省）※値は公立中学校における完全給食実施率 

食育の推進にあたっての目標 

第 3次基本計

画作成時の値

(2015年度) 

現状値 

(2020年度) 

目標値 

(2020年度) 

① 食育に関心を持っている国民の割合 75.0％ 83.2％ 90％以上 

② 朝食または夕食を家族と一緒に食べる「共食」の回数 週 9.7回 週 9.6回 週 11回以上 

③ 地域等で共食したいと思う人が共食する割合 64.6％ 70.7％ 70％以上 

④ 朝食を欠食する子供の割合 4.4％ 4.6％ 

(令和元年度) 

0％ 

⑤ 朝食を欠食する若い世代の割合 24.7％ 21.5％ 15％以下 

⑥ 中学校における学校給食実施率 87.5％ 

(平成 26年度) 

93.2％ 

(平成 30年度) 

90％以上 

⑦ 学校給食における地場産物を使用する割合 26.9％ 

(平成 26年度) 

26.0％ 

(令和元年度) 

30％以上 

⑧ 学校給食における国産食材を使用する割合 77.3％ 

(平成 26年度) 

77.1％ 

(令和元年度) 

80％以上 

⑨ 主食・主菜・副菜を組み合わせた食事を 1 日 2 回以上ほ

ぼ毎日食べている国民の割合 

57.7％ 36.4％ 70％以上 

⑩ 主食・主菜・副菜を組み合わせた食事を 1 日 2 回以上ほ

ぼ毎日食べている若い世代の割合 

43.2％ 27.4％ 55％以上 

⑪ 生活習慣病の予防や改善のために、ふだんから適正体重

の維持や減塩等に気をつけた食生活を実践する国民の割合 

69.4％ 64.3％ 75％以上 

⑫ 食品中の食塩や脂肪の低減に取り組む食品企業の登録数 67社 

(平成 26年度) 

103社 

(平成 28年度) 

100社以上 

⑬ ゆっくりよく噛んで食べる国民の割合 49.2％ 47.3％ 55％以上 

⑭ 食育の推進に関わるボランティア団体等において活動し

ている国民の数 

34.4万人 

(平成 26年度) 

36.2万人 

(令和元年度) 

37万人以上 

⑮ 農林漁業体験を経験した国民（世帯）の割合 36.2％ 65.7％ 40％以上 

⑯ 食品ロス削減のために何らかの行動をしている国民の割

合 

67.4％ 

(平成 26年度) 

76.6％ 80％以上 

⑰ 地域や家庭で受け継がれてきた伝統的な料理や作法等を

継承し、伝えている国民の割合 

41.6％ 50.4％ 50％以上 

⑱ 地域や家庭で受け継がれてきた伝統的な料理や作法等を

継承している若い世代の割合 

49.3％ 60.3％ 60％以上 

⑲ 食品の安全性について基礎的な知識を持ち、自ら判断す

る国民の割合 

72.0％ 75.2％ 80％以上 

⑳ 食品の安全性について基礎的な知識を持ち、自ら判断す

る若い世代の割合 

56.8％ 67.1％ 65％以上 

㉑ 推進計画を作成・実施している市町村の割合 76.7％ 89.3％ 100％ 

 



⑦，⑧…「学校給食栄養報告」 

⑫…「スマート・ライフ・プロジェクト」登録企業数 

⑭…内閣府食育推進室調べ(2014 年度)農林水産省消費・安全局消費者行政・食育課調べ(2019 年度) 

⑮…「食生活及び農林漁業体験に関する調査」(2015 年度)，「食育に関する意識調査」(2020 年度) 

⑯…「消費者意識基本調査」(2014 年度)，「消費者の意識に関する調査結果報告書 ―食品ロスの認知度と取組状況等に関する調査―」

(2020 年度) 

㉑…内閣府食育推進室調べ(2015 年度)，農林水産省消費・安全局消費者行政・食育課調べ(2020 年度) 

注：塗りつぶしている目標は，達成済みのもの 

注：「食育に関する意識調査」の調査方法について，2020 (令和 2)年度は「郵送およびインターネットを用いた自記式」に変更（2019(令

和元)年度までは「調査員による個別面接聴取」）．また，2020 年度は「食生活及び農林漁業体験に関する調査」を「食育に関する意識調

査」と合わせて実施． 


